
１.はじめに

二酸化炭素の排出などによる地球温暖化への

対策が世界的に求められている。本校電気電子

システム科においても環境問題に対応する学習

の必要性を強く感じ，平成７年には，校舎の屋

上にソーラーパネルと風力発電の実習設備を設

置するなど，「自然との共生」をテーマにクリ

ーンエネルギーについての学習を進めてきた。

その一環として，ソーラーカーやコンバートEV

などの電気自動車の製作に取り組んできた。

今回は，ソーラーカー製作で得た自動車製作

の技術とコンバートEVで得た公道を走行させ

るための知識を融合させ，公道走行可能な世界

に１台だけのオリジナルカーを製作することと

した。

２.研究の目的

自動車のデザインから車体製作までの製作活

動と製作した自動車を鶴岡の町並みに走らせる

ことをとおして，ものづくりの大切さや面白さ

を学習する。また，調査や走行テストなどの研
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究活動をとおして環境問題に対する意識を深め

る。

３.研究内容

（１） ミニカーについての調査

aミニカーとは

道路交通法上ではミニカー，道路車両運送

法では第一種原動機付自転車（原付自転車）

に属する。製作にあたっては，道路車両運

送法に定められた法律に違反しないように

しなければならない。

bミニカーの定義

総排気量（定格出力）０.０２０リットル（０.２５kW）

を超え，０.０５０リットル（０.０６kW）以下の原

動機を有し，三輪以上の車をいう。

cミニカーの寸法

幅 １.５m以下，長さ ２.５m以下，

高さ ２.０m以下

cその他

a.運転には普通免許が必要

b.ヘルメットの着用義務なし

ミニEVの製作
～世界に１台だけの車を走らせよう～
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c.制限速度６０km/h

d.ナンバーは，市町村で交付

e.１人乗り

f.車検なし

（２） 仕様決定

a電気自動車にする。

b主電源電圧は電気部品の価格などを考慮し

て４８Vとする。

c将来的に，ソーラーパネルを貼り付けられ

るようにする。

d後輪駆動の４輪車とする。

eフレームは鋼材，ボディはGFRP（ガラス繊

維強化プラスチック）で製作する。

f中古の部品を確保して，製作費を安く抑え

る。

（３） 車体デザインの決定

３DCGソフトを用いてデザインを決定した。

（４） 製作

aフレームの製作

ナンバー交付の申請時に車台登録番号が

必要であることや安全性の確保のため，制

動装置と操舵部分などは市販の部品を利用

することにした。したがって，フレームは

車台番号を有する市販ミニカーのフレーム

を改造して製作した。

bフロントサスペンションシステム

フロントのサスペンションシステムは安

全性を考慮して市販の部品を利用すること

とし，フレームに金具を溶接して，アーム

及びクッションを取り付けた。

cリヤアーム

乗り心地と平均的な操縦性を得るために

トレーリングアーム方式にするとにした。

アームを本体と連結する部分にはラバーブ

シュ（ゴム製の部品）を用いて，振動や衝撃

を吸収するようにした。

dフレームの仮組立

完成した部品やハンドル，タイヤなどを

取り付け，個々に問題がないか，他の部品

との干渉などが生じないかを確認した。

eボディーとフレームフロアの製作

ボディとフレームフロアはGFRPで製作

することにし，次のような手順で作業を行

った。

a．車体のデザインに合わせ，住宅用断熱

材を加工して実寸台の型を製作する。

b．直接断熱材にFRPの樹脂を塗ると断熱

材が溶けてしまうため，これを防止する

加工を型の表面に施す。

c．ガラス繊維を型に合わせて複数枚裁断

する。

d．型にFRP樹脂とガラス繊維を４層程度

交互に重ね合わせる。

e．FRP樹脂が乾燥した後，型を取り除く。

f．表面を研磨して仕上げる。

g．ボディーの塗装をする。

fモータと駆動系統の取り付け

モータとディファレンシャルギアをフレ
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図１　車体のデザイン 図２　組み立てたフレーム



ームに取り付ける。なお，駆動伝達はチェ

ーンを用いた。

gモータ駆動回路と制御装置の取り付け

フレームフロアを取り付け，モータ駆動

と制御に必要な次の機器を取り付けて結線

した。

a．前後進切換コンダクター

b．メインコンダクター

c．コントローラー

d．ヒューズ

e．ブレーカー

f．バッテリー

g．モーター

h．アクセル

h制動装置取り付け

市販ミニカーのドラムブレーキを前後の

アームに取り付け，軽乗用車用のタイヤを

装着した。

i試走

前進や後進，操舵機構が正しく動作する

ことを確認し，敷地内を走行し不具合の有

無を確認した。

jライト，ウインカーなどの取り付け

市販軽自動車の部品を利用することと

し，ボディに穴を開けてライトやウインカ

ーなどを取り付けた。

kボディの取り付け

ボディは，フレームにボルトを用いて取

り付けた。

l検査

ミニカーは車検を受ける義務はないが，

標識（ナンバー）交付申請書に業者の証明

印が必要になるため，民間車検場を有する

自動車整備工場で構造面や保安面などの検

査を受けた。

m申請書類の作成

市役所の課税課に提出する次の書類を作

成し，ナンバーの交付を受けた。なお，所

有は山形県として登録した。

a．標識交付申請書

b．補完的資料

・自動車の製作概要書

・概要説明書

・部品等の取り付け配置図

・電気回路図
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図３　型製作

図４　駆動用電気回路配線図

図５　試走



４．今後の取り組み

まだまだ改良も必要で完成には至っておらず

評価や環境についての研究にも結びつけること

ができなかった。今後，ボディの仕上がりや細

部の不具合等を改良していかなければならない。

また，環境教育の教材として使用できるように

ソーラーパネルなどのクリーンエネルギーも利

用できる構造にしていきたいと思う。

将来，ミニEVを用いた小，中学校への訪問

授業などを実施して，子供たちに「ものづくり」

の楽しさや創造性を伝えることができればよい

と考える。

５．終わりに

今回の製作は平成１６年の夏から活動を開始し，

３年生の課題研究や放課後の活動を中心に製作

を続けてきた。今年３月の卒業式前の完成を予

定していたものの，度重なる失敗や問題の解決

に時間を要し，卒業式間近まで４０名の生徒が交

代で徹夜の作業に取り組んできた。肉体的，精

神的疲労感はあったものの，何とかナンバーを

取得できたことは，私たちに何事にも代え難い

達成感と思い出を残してくれた。

また，電気を専門として学ぶ我々にとって，

フレームの製作などに必要な知識と技術力は乏

しく，手探り状態の中で作業を進めてきたわけ

だが，授業だけでは体験できない学習も多くで

きたと思う。製作に携わった生徒の多くは企業

人として巣立っているが，この度の経験はいず

れ社会においても生かされるものと信じる。

最後に，ミニカー製作に対してご支援下さっ

た企業の皆様と知識・技術面で協力してくれた

本校職員に対し深く感謝したい。

なお，本校のホームページにも，本ミニカー

の製作の模様について掲載する予定である。

（http://www.tsuruoka-th.ed.jp/）
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図６　ミニEV

自動車の製作概要

フレーム及び

ボディ

フレーム材料 鋼材（SS４００）

ボディ材料　GFRP

全長２３００mm，全幅１１５０mm，

全高１３８０mm

軸間距離１３５０mm，

輪距９１０mm， 重量３５０kg

車輪数　四輪

乗車定員 １名

動力伝達装置 チェーン及びディファレンシャルギア

走行装置 １５５/６０R１３

操縦装置 ラック＆ピニオン方式

制動装置 油圧式ドラム方式

充電装置 車載器，入力AC１００V

最高速度 ４５km/h程度

走行距離 ３０km程度（一回充電）

バッテリー
個数４個，重量２４kg，

電圧４８V，容量７０Ah

懸架装置
前輪　ストラット式

後輪 トレーリングアーム式

原動機

直流直巻電動機

定格出力 ０.５６kw

定格電圧 ４８V

PWM制御方式


